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あらまし

• 京都大学のキャンパス
– 吉田キャンパス、宇治キャンパス、桂キャンパス

– 熊取地区（原子炉実験所）、犬山地区（霊長類研究
所）、大津地区（生態学研究センター）

– そのほか70数か所の遠隔の研究施設等

• 本発表では、それら遠隔地のネットワーク接続
の現状と課題について報告する。
– KUINSについて

– 遠隔地接続の状況

– 衛星ブロードバンドを用いた接続の実験
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KUINS-IIとKUINS-III

グローバルIPアドレス （KUINS-II)
130.54/16 (130.54.0.0 ～ 130.54.255.255)
133.3/16 (133.3.0.0 ～ 133.3.255.255)

プライベートIPアドレス （KUINS-III)
10.224/11 (10.224.0.0 ～ 10.255.255.255)

IPアドレスの使い分け（グローバルアドレス枯渇と、セキュリティ強化のため）

原則として

サーバ類（メールサーバ、webサーバ）
→グローバルIPアドレスを利用（学外から直接アクセス可能）

個人のPC
→プライベートIPアドレスを利用

（学外への接続はKUINS設置のプロキシを利用）



KUINSの規模
☆ネットワーク

KUINS-II IPアドレス： 約 2,100 個

KUINS-II  サブネット： 約 360 個

KUINS-III  VLAN： 約 3,500 個

遠隔地接続： 66 箇所

情報コンセント： 約 14,000 個

☆ハードウエア
ルータ、スイッチ等

- メインルータ： 4台

（対外接続、学内接続）

- 構内スイッチ： 10台

- 基幹スイッチ： 4台

- サーバスイッチ： 3台

- 館内スイッチ： 約 250台

- 末端スイッチ： 約1,200台

サーバ類

- DHCPサーバ： 20台

- DNSサーバ： 4台

- NATサーバ： 10台

- VPNサーバ：1台

- メールー中継サーバ： 16台

- PPTPサーバ： 10台

- SSHポートフォワードサーバ： 1台

- 不正アクセス検知装置 1式

- 電子メールファイアーウオールサーバ： 2台

- SPAMメール検知サーバ： 4台

- ログ収集サーバ： 6台

- WEBプロキシサーバ： 20台 5



学内限定サービス
・教職員グループウェア
・電子ジャーナル
・財務会計システム
・学内限定掲示板

・
・
・

これらのサービスを利用した研究・業務を遂行するためには、
遠隔地でも学内と同等のネットワーク利用環境が必要。
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遠隔地一覧
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吉田キャンパス（メインキャンパス）と、
他キャンパスおよび遠隔地との接続形態

宇治キャンパス、桂キャンパス
K-OPTI.COMよりダークファイバを借り上げ
10Gbps×複数本で接続

熊取地区、大津地区
K-OPTI.COMの IP-VPNで接続

犬山地区
[現在]
商用プロバイダの専用線サービスでSINET名大ノードへ100Mbpsで接続
SINET L2 VPN でKUINS接続
速度と価格の面で、利用者の不満が大きい

[平成23年度から]
SINET4のアクセス回線共同調達で、愛知県のデータセンターへ1Gbpsで直接接続
SINET L2VPNを通じてKUINSと直結する予定

（宇治キャンパス） （桂キャンパス）

（熊取：原子炉研究所）

（犬山：霊長類研究所）
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その他の接続形態

NTT西日本 フレッツグループ（47か所）
国際交流会館
学生寮
防災研究所の地震観測所（鳥取、大阪、徳島、滋賀、宮崎、奈良、福井）
火山観測所（桜島）
フィールド科学研究センターの実験所、試験所（上賀茂、徳山、瀬戸）
白浜観測所
京都市動物園
など

SINET フレッツオフィス相当
京都大学東京連絡事務所
学士会館
横須賀リサーチパーク
など

（京都大学東京連絡事務所）

（京都市動物園） （霊長類研究所屋久島ステーション）
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SINET3＋岐阜情報スーパーハイウェイ
理学部附属 飛騨天文台（岐阜県上宝村）
防災研究所 上宝観測所（岐阜県高山市）

→平成24年度末で、「岐阜情報
スーパーハイウェイ」が廃止予定
今後の対応を検討中

（飛騨天文台）

（上宝観測所）
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NTTダークファイバー

SINET3



プロバイダ
理学研究科火山研究センター（阿蘇）

NTTコミュニケーションズ
メガデータネッツアクセス B-OCN
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阿蘇山の火口
（乗っているブロックの下にWebカメラがある。

手に持っているのは防毒マスク。）



ケーブルテレビ
フィールド科学教育研究センター芦生研究林

（芦生研究林の事務所）

（事務所内に設置したルータ）
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地理的条件等から、整備の難しい遠隔地のために。

実証実験を実施
IPSTAR衛星ブロードバンド（ IPSTAR 社）
契約回線：IPSTAR Pro
通信最大速度：ダウンロード3Mbps / アップロード1Mbps 
固定IPアドレスサービス：IP4(使用可能IPアドレス1個)
回線使用料：月額10,000円(税別)
固定アドレス使用料：月額6,000円(税別)

参考文献：四方、近藤、岡部、”衛星ブロードバンドシステムを利用した
遠隔地接続実証実験”, 全国共同利用情報基盤センター連合発表会
研究開発論文集, No. 32, pp. 49-53, 2010.

衛星ブロードバンド接続
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商用プロバイダ

＋

SINET

地上局

サテライト

遠隔地 吉田, 宇治, 桂
キャンパス

全体図

※ただし、今回の実験では
吉田キャンパス内に「仮想の遠隔地」
を設定
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接続形態
(1) インターネットへの直接接続
(2) PPTP接続
(3) SSHポートフォワード接続
(4) IPSec-VPN接続

計測内容
(a)スピード計測サイトへのアクセス速度
(b) 京都大学グループウエアへのアクセス速度
(c) 附属図書館電子ジャーナルへのアクセス状況
(d) H.323に準拠したテレビ会議システムへの接続状況

実験内容

結果の概要
(a) 速度計測：ほぼ業者のアナウンス通り。特殊な接続では多少遅くなる場合
あり。

(b) グループウエアへの接続 ：業務に支障のない程度の速度を達成。ただし，
Web会議システムをPPTP接続で利用した場合には，通信断が頻発。

(c) 電子ジャーナルへの接続：問題なく利用可能。
(d) テレビ会議システムの利用： 1秒程度の遅延があるものの，映像・音声とも
に，途切れることなし。
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84 cmパラボラアンテナ

衛星モデム
(IDU)

遠隔地側設備



実験の様子（ビデオ）
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まとめ

• 京都大学では、メインキャンパスと70余りの遠隔地と
を、SINETに加え、自治体ネットワーク、商用プロバイ
ダ、ケーブルテレビインターネット等を活用してVPN接
続している。

• 地理的条件から従前は接続が困難であった遠隔地
-幸島観察ステーションの猿島（宮崎県串間市）
-芦生研究林の奥地
-類人猿研究センター（岡山県玉野市）
-野生動物センター（熊本県宇城市）

などに対し、衛星ブロードバンドネットワークを利用し
た接続の有効性を検証した。海外拠点への展開も検
討中。
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